
第 3期ましこ未来計画推進シート（総括シート）          令和 6（2024）年度 

基礎目標３ 【 人財 】 

基礎目標 社会的に自立した人を育てる 第１四半期 
 

区分 成果指標・KPI 単位 基準値 年度目標値 現在実績値 対前年同期 

成果指標 
自分を尊重できる人の割合（小・中） ％ 84.3 86.5 82.9(R5) △1.1 

地域に愛着がある人の割合 ％ 72.5 76.0 75.2(R5) +6.1 

政策１ 
①学校が楽しいと感じる子供の割合 ％ 87.25 89.5 85.3(R5) +0.1 

②夢や目標を持つ子供の割合 ％ 78.5(R5) 79.3 - - 

政策２ 
①月に3冊以上本を読む子供の割合 ％ ― 72 72.2(R5) +3.5 

②体育施設利用者数（延べ人数） 人 124,180 126,000 24,699 △2,178 

政策３ 
①ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙ設置学校数 校 0 6 4 ±0 

②地域活動等への参加意識がある人の割合  ％ 55.3 57.5 62.1(R5) △2.4 
 

実施内容・成果の総括 次期四半期以降への方針 

１①母子保健事業の中で、育脳についてや親と子の

ふれあい手遊びなどを実施し普及啓発を図った。  

①ICT支援員のサポートにより、WEB-QUを全小中 

学校で 6月までに実施した。 

①町スクールソーシャルワーカーが定期的に全 

小中学校を巡回するとともに、要請により保護者

及び家庭との相談を行った。 

①各学校において、ＩＣＴ支援員のサポートや、 

ＡＩドリルの新機能を紹介し、デジタル教科書や 

ＡＩドリルの活用を進めた。 

①各中学校に配置された学力向上推進リーダー 

の役割や、コーディネーターとの連携した授業づ 

くりについて計画した。 

①全国学力調査・とちぎっ子学力調査・町独自の 

学力テストを実施した（4/18）。 

②各・小中学校とも、児童会・生徒会による主体

的な活動として挨拶運動を実施した。 

②小学 4 年生の宿泊学習(田野小)､中学１・2 年

生の宿泊学習を実施することができた。(田野小

4年 6/27～6/28、田野中 1・2年 5/29～30)(益子

中 1･2 年 5/22～23､七井中１年 5/27～28、2 年

5/31～6/1)  

 

２①ましこいきいきトライやるスクールの希望者

24名の申込みがあった。昨年比 3名減。 

①移動図書館とっくん号のお話会には 3 回で合

計 71人が参加した。貸出冊数は 3か月間 56回の

運行で合計 2,027冊であった。とっくん号が軌道

に乗ってきている。 

 ①中学生への英検３級以上の補助金は申請合計

が２７件であった。（昨年同時期３０件） 

 ②体育施設の利用者は６月までに 24，699名だっ

た。前年よりは 2,178名少ない状況である。 

 ②「ましこチャレンジクラブ」への参加者は 360

名で、前年同期比－24名である。 

 

３①田野小・田野中・七井中・益子中で「学校運営

協議会」を開催した。 

②令和 6年度の「ましこ未来大学」が益子芳星高

校 2年生 29名参加で、4月 17日に開講した。 

１①実施内容の充実に努め、保護者の思いに寄り添

い、安心して子育てできる地域づくりに努める。 

 ①WEB-QU の結果を有効に活用するため、研修会

を実施し、よりよい学級づくりを支援する。 

 ①町と県のスクールソーシャルワーカーの定期

的な情報交換会をもち、効果的な指導助言ができ

るように努めていく。 

①各学校間で、タブレットの活用について情報共 

有し、授業において効果的に活用できるようにし 

ていく。 

①すべての小中学校で、「主体的・対話的で深い 

学び」の視点での授業改善に向けて授業研究会や 

研修会を実施していく。また、学力向上検討委員 

会を開催し、授業づくりの支援をしていく。 

①7 月・8 月に、結果の確認ができるので、分析

して、学校ごとに対策を立て、実践をする。 

②児童や生徒が主体的にあいさつ運動を行って

おり、今後も継続することにより、児童生徒の成

長につなげていきたい。 

 ②すべての学校で宿泊学習を計画している。子ど

も主体の活動として今後も充実感のある体験の

機会を与えていく。 

 

２①1回目は「防災について考えてみよう」に 8名

が参加した。今後益々参加者を増やして活性化し

たい。 

①移動図書館については保育園・認定こども園・

小中学校に定期的に運行しており、馴染んできた

が、利用者数と貸し出し数の増加を目指すととも

に、読書の習慣を身に付けさせたい。 

①英語教育の充実のため、今後も中学生の英検 3

級以上受験を呼びかけていく。 

②今後も、運動の機会を増やし健康作りに繋げて

いきたい。 

②チャレンジクラブについて、更にお知らせ版で

随時、会員を募集していく。 

３①4 校の学校運営協議会の充実に向けて支援し

ていく。未設置の 3校についても準備していく。 

②益子町の特色や課題を理解していくことによ

り、将来の町づくりの担い手として育っていくよ

う町民大学修了生の協力を得ながら進めていく。 



第 3期ましこ未来計画推進シート（総括シート）          令和 6（2024）年度 

基礎目標３ 【 人財 】 

基礎目標 社会的に自立した人を育てる 第２四半期 
 

区分 成果指標・KPI 単位 基準値 年度目標値 現在実績値 対前年同期 

成果指標 
自分を尊重できる人の割合（小・中） ％ 84.3 86.5 82.9(R5) △1.1 

地域に愛着がある人の割合 ％ 72.5 76.0 75.2(R5) +6.1 

政策１ 
①学校が楽しいと感じる子供の割合 ％ 87.25 89.5 85.3(R5) +0.1 

②夢や目標を持つ子供の割合 ％ 78.5(R5) 79.3 - - 

政策２ 
①月に3冊以上本を読む子供の割合 ％ ― 72 72.2(R5) +3.5 

②体育施設利用者数（延べ人数） 人 124,180 126,000 52,177 △1,443 

政策３ 
①ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙ設置学校数 校 0 6 4 ±0 

②地域活動等への参加意識がある人の割合  ％ 55.3 57.5 62.1(R5) △2.4 
 

実施内容・成果の総括 次期四半期以降への方針 

１①母子保健事業やましコッコハウスの活動の中

で「育脳について」や親と子のふれあい手遊びな

どを実施し普及啓発を図った。 

①ＷＥＢ-ＱＵ研修会を実施し、教員 15名が参加

した。結果の見方や対策について確認した。 

①町スクールソーシャルワーカーが定期的に全 

小中学校を巡回するとともに、要請により保護者

及び家庭との相談を行った。 

①ICT支援員による活用研修会を、各学校のニー

ズに合わせて全小中学校で２～３回実施した。 

①育脳プログラムとスタートカリキュラム作成

研修会を実施し、幼保から小学校への接続につい

て考える機会となった。 

②各小中学校とも、児童会・生徒会による主体的

な活動として、今期も挨拶運動を実施した。 

(7月･9月) 

②小学校から中学校まで、全児童生徒がキャリア

パスポートの作成を行い、次の学年に引き継ぐこ

とができるようにしている。 

 

２①移動図書館車｢とっくん号｣のお話会には 3 回

で合計 56 人の参加があり今年度合計 127 名にな

った。貸出冊数は 3 か月間に 52 回の運行で合計

1,890冊であった。今年度合計は 108回の運行で

貸出は 3,917冊になった。 

 ①外国語教育については、ＡＬＴと専科教員によ

る授業作成や授業改善研修により充実を図った。 

 ②体育施設の利用者は９月までに 52，177名だっ

た。前年よりは 1,443名少ない状況である。 

 ②トレーニング室の利用者講習会は３か月で 49

名が受講した。今年度合計 112名となった。 

 ②「ましこチャレンジクラブ」への参加者は 365

名で、前年同期比+42名である。 

 

３①田野小・七井中・益子中・田野中の４校で「学

校運営協議会」が行われ、各学校においてコミュ

ニティスクールの取組が行われている。 

②ジュニアリーダーズクラブとしてましこいき

きトライやるスクールに参加した。 

②益子芳星高校生が対象の｢ましこ未来大学」は、

７月、９月にそれぞれ４日ずつ開催した。 

１①教職員等を対象とした研修会や、町民を対象と

した講演会を行ったが、引き続き実施内容の充実

に努めていく。 

①ＷＥＢ－ＱＵ研修を生かし、後期の学級経営の

充実を図れるよう支援していく。 

 ①町と県のスクールソーシャルワーカーの定期

的な情報交換会をもち、効果的な指導助言ができ

るように努めていく。 

①教師や児童生徒が効果的にタブレットＰＣを

活用できるよう引き続き支援していく。 

①研修会には 16 名の先生が参加した。今後は、

スタートカリキュラムの作成と、幼保小の連携を

さらに深めていく。 

②児童や生徒が主体的にあいさつ運動を行って

おり、今後も継続することにより、児童生徒の成

長につなげていきたい。 

 ②各校と児童・生徒に関する情報交換を行い、キ

ャリア教育について効果的な指導が行えるよう

支援していく。 

 

２①移動図書館車については保育園・認定こども

園・小中学校に加え、夏季休業中は道の駅ましこ

等に運行しており、今後も本に触れる機会を増や

して、町民の読書活動の充実を図りたい。 

①今後も小学生の外国語教育の充実のため、指導

者の指導力の向上が図れるよう、引き続き授業支

援を行っていく。 

②体育施設の利用については、熱中症対策をしな

がらの利用が続いたが、運動しやすい季節になる

ので、利用者の増加を呼びかけていく。 

②チャレンジクラブについて、広報ましこやお知

らせ版で施設やスポーツ団体の紹介、広報活動を

進めていく。 

 

３①各学校において、学校安全や地域と子どものた

ちとのかかわりなどについて協議し、地域ととも

にある学校への取り組みを進めていく。 

②有意義な活動とするため、引き続きいきいきト

ライやるスクールへの参加を継続する。 

②１２月の町民のつどいで実施する「駄菓子屋学 

校」のアクションプランの企画立案を進める。 



第 3期ましこ未来計画推進シート（総括シート）          令和 6（2024）年度 

基礎目標３ 【 人財 】 

基礎目標 社会的に自立した人を育てる 第３四半期 
 

区分 成果指標・KPI 単位 基準値 年度目標値 現在実績値 対前年同期 

成果指標 
自分を尊重できる人の割合（小・中） ％ 84.3 86.5 82.9(R5) △1.1 

地域に愛着がある人の割合 ％ 72.5 76.0 75.2(R5) +6.1 

政策１ 
①学校が楽しいと感じる子供の割合 ％ 87.25 89.5 85.3(R5) +0.1 

②夢や目標を持つ子供の割合 ％ 78.5(R5) 79.3 78.5(R5) - 

政策２ 
①月に3冊以上本を読む子供の割合 ％ ― 72 72.2(R5) +3.5 

②体育施設利用者数（延べ人数） 人 124,180 126,000 77,938 △1,468 

政策３ 
①ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙ設置学校数 校 0 6 4 ±0 

②地域活動等への参加意識がある人の割合  ％ 55.3 57.5 62.1(R5) △2.4 
 

実施内容・成果の総括 次期四半期以降への方針 

１①母子保健事業の中で、育脳についてや親と子の

ふれあい手遊びなどを実施し普及啓発を図った。 

①全小中で 2回目のＷＥＢ-ＱＵを実施した。 

①町スクールソーシャルワーカーが定期的に全 

小中学校を巡回するとともに、要請により保護者

及び家庭との相談を行った。 

①学力向上コーディネーター派遣事業で益子西 

小と益子中、七井中で 2回、田野小、益子小、田 

野中でそれぞれ 1回授業研修を行った。 

②各小中学校とも、児童会・生徒会による主体的

な活動として、今期も挨拶運動を実施した。 

(10月･12月) 

②３中学校の日程を揃えてマイチャレンジ推進

事業を 11/20～21に行った。町内の多くの事業所

に協力いただき 2 年生にとって十分な成果があ

った。 

 

２①｢とっくん号｣のお話会には 3 回で合計 64 人の

参加があり今年度合計 191名になった。貸出冊数

は 3 か月間に 55 回の運行で 2,032冊であった。

今年度 163回の運行で貸出は 5,949冊になった。 

 ①巡回伝統芸能公演事業「落語～はなしの伝統芸

能」を田野小（10/23）で、学校訪問演奏事業を

七井小（11/19）で実施した。また、英検受検料

の補助金 45件の交付を行った。 

 ②町駅伝競走大会（11/10）、芳賀郡市民スポーツ

交流大会（11/24）、はが路ふれあいマラソン

（12/15）を開催した。 

 ②体育施設の利用者は 12 月までに 77,938 名だ

った。前年よりは 1,468名少ない状況である。 

 ②「ましこチャレンジクラブ」の会員は 387 名

で、前年同期比+31名である。 

 

３①田野小・七井中・益子中で「学校運営協議会」

が行われた。また、未導入校に対し学校運営協議

会導入に関する説明を行った。 

②「ましこ未来大学」では、12/7の町民のつどい

の中で｢駄菓子屋楽校｣の実践発表を行い、約 270

名の来場者があった。 

②ジュニアリーダーズクラブとしてましこいき

いきトライやるスクール（10/19）に参加した。 

１①保健事業実施内容の充実に努め、保護者の思い

に寄り添い、安心して子育てできる地域づくりに

努める。 

 ①2回目のＷＥＢ－ＱＵ結果と 6月の結果と比較

分析し、3学期の学級経営の充実を図れるよう支

援していく。 

 ①県学力向上コーディネーター派遣事業及び学

力向上推進リーダー事業で、各学校の学力向上改

善プランをもとに、研究授業や授業研究会の結果

を検証し、教師の指導力向上を図っていく。 

②児童や生徒が主体的にあいさつ運動を行って

おり、今後も継続することにより、児童生徒の成

長につなげていく。 

 ②日程を揃えたので、3中学校が連携しながら実

施することができた。今後も充実した活動ができ

るよう継続していく。 

 

２①移動図書館車については幼保小中を中心に運

行しているが、貸出数に差があるので、今後も利

用を呼びかけていき、町民の読書活動の充実を図

りたい。 

①落語や訪問演奏事業については、日本の伝統芸

能に親しみ、生のクラシック音楽に触れるよい機

会となった。次年度も町内学校で継続して実施で

きるよう努める。 

②町駅伝競争大会を行い前年度より 9 チーム多

い 39 チームの参加があった。コースを変更して

２回目の開催であり、適切に運営することができ

た、次年度につなげていきたい。また、芳賀郡市

民スポーツ交流大会についても、関係市町と情報

を共有し、スムーズに開催することができた。 

②体育施設の利用、チャレンジクラブについて

は、今後も広報活動を進めていく。 

３①学校運営協議会は各委員が学校を知る機会と

なっており、学校の活性化について議論が深まっ

てきているので、すべての学校において今年度中

の導入を目指す。 

②高校生が考えた｢駄菓子屋楽校｣には、子どもか

らお年寄りまでの幅広い年代の人が訪れ、楽しみ

ながら交流を図ることができた。次年度について

は、新たな企画も検討していきたい。 



第 3期ましこ未来計画推進シート（総括シート）          令和 6（2024）年度 

基礎目標３ 【 人財 】 

基礎目標 社会的に自立した人を育てる 第４四半期 
 

区分 成果指標・KPI 単位 基準値 年度目標値 現在実績値 対前年同期 

成果指標 
自分を尊重できる人の割合（小・中） ％ 84.3 86.5 84.8 +1.9 

地域に愛着がある人の割合 ％ 72.5 76.0 65.7 △9.5 

政策１ 
①学校が楽しいと感じる子供の割合 ％ 87.25 89.5 90.05 +4.75 

②夢や目標を持つ子供の割合 ％ 78.5(R5) 79.3 75.0 - 

政策２ 
①月に3冊以上本を読む子供の割合 ％ ― 72 69.3 △2.9 

②体育施設利用者数（延べ人数） 人 124,180 126,000 105,187 +224 

政策３ 
①ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙ設置学校数 校 0 6 4 ±0 

②地域活動等への参加意識がある人の割合  ％ 55.3 57.5 61.1 △1.0 
 

実施内容・成果の総括 次期四半期以降への方針 

１①母子保健事業やましコッコハウスの活動の中

で、育脳や親子のふれあい遊びを実施した。 

①町スクールソーシャルワーカーが定期的に全

小中学校を巡回するとともに、要請により保護

者及び家庭との相談を行った。 

①学力向上コーディネーター派遣事業では、七井

小で授業研修を行った。 

①学力向上検討委員会を実施し、今後の学力向上

推進に向け議論した。 

②各小中学校とも、児童会・生徒会による主体的

な活動として、今期も挨拶運動を実施した。 

②キャリアパスポートを作成し、キャリア教育の

充実を図った。 

②各学校への部活動外部指導者派遣事業につい

て年間を通して計画的に行った。 

 

２①「とっくん号」のお話会には 3 回で合計 46 人

の参加があり今年度合計 237 人になった。移

動図書館の貸出冊数は３か月間に 57 回の運行

で 1,947 冊であった。今年度 220 回の運行で

貸出しは 7,896 冊になった。 

 ①中学 3 年生の英検受験率は 33.5％、3 級取得

者は 22 名、取得率は 12.9％であった。 

 ②体育施設の利用者は、105,187 名で、前年度と

比較して+224 名の状況である。 

 ②トレーニング室の利用者講習会は、3か月で 35

名が受講した。今年度合計 191 名となった。 

 ②「ましこチャレンジクラブ」の会員は 392 名

で、前年同期比+32 名である。 

 ②ソフトテニス教室を開催、50 名が参加、バド

ミントン教室を開催、49 名の参加があった。 

 

３①田野中・益子中・七井中・田野小で「学校運営

協議会」が行われた。また、残り３校の設置に

向け準備を進めた。次年度に向けて、コミュニ

ティスクールの研修会も実施した。 

 ②ジュニアリーダーの団員確保のため、郡内の市

町や芳賀教育事務所と連携しチラシを配布す

るなどＰＲを行った。 

 ③益子芳星高校の未来大学は１月に活動発表と

閉校式を行った。 

 

１①育脳の普及啓発を図り、安心して子育てができ

るような地域づくりに努めていく。 

①町スクールソーシャルワーカーが、配慮が必要

な児童生徒との情報交換や、保護者への相談支

援を継続して実施していく。 

①学力の向上については、全校に学力向上推進リ

ーダーが配置されたため、「授業改善チェック

シート」の活用により授業改善が図られたてき

ている。次年度も引き続き実施していきたい。 

②キャリア教育の充実については、キャリアパス

ポートを継続的に作成し、小中学校で連携し実

施していく。 

②部活動外部指導者の派遣により、部活動等の活

性化と生徒一人ひとりの技能向上が図られる

よう支援していく。 

 

２①不読率は 5.5％となり前年度と比較して 1.5 ポ

イント上昇し、月に３冊以上本を読む割合は

69.3％前年度と比較して 2.9 ポイント減少、目

標の 72％を下回った。図書室や学校図書の充

実、移動図書館の実施により改善を目指す。 

 ①外国語教育の充実については、専科教員、ＡＬ

Ｔの配置や英検補助制度により行っていく。 

 ②体育施設の利用者数については、人口減少が進

むなか、前年比微増と健闘した。チャレンジク

ラブの加入促進支援や、トレーニング室利用者

講習会の開催、スポーツ教室の開催など、総合

的な対策により、利用促進につなげたい。 

 ②スポーツ教室については、一流の技術を持つ講

師から指導を受けることにより、スポーツに対

する興味と将来への夢を持たせることができ

た。継続していきたい。 

３①令和 7 年度から益子小、益子西小、七井小に学

校運営協議会を設置することが承認され、すべ

ての学校がコミュニティスクールとなる。円滑

な協議会運営ができるよう支援していく。 

 ②ジュニアリーダーズクラブ会員募集はチラシ

配布などＰＲを継続していく。 

 ②未来大学は、世代間交流や住民とのかかわりを

もつことで、高校生のまちづくりに対する意識

改革につなげていく。 

 



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

1「子供を育てたいまち」

％
対前年
同期比

+4.75 ％

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①母子保健事業や子育て支援事業において育脳プロ
グラムの普及啓発する

①母子保健事業や子育て支援事業において育脳プロ
グラムの普及啓発する

①母子保健事業や子育て支援事業において育脳プロ
グラムの普及啓発する

①各種事業時育脳の普及啓発や手遊び等親子ふれあ
い遊びを実施する。
　ましコッコハウスにおいて、育脳情報を提供する。

①各種事業時育脳の普及啓発や手遊び等親子ふれあ
い遊びを実施する。
　ましコッコハウスにおいて、育脳情報を提供する。

①各種事業時育脳の普及啓発や手遊び等親子ふれあ
い遊びを実施する。
　ましコッコハウスにおいて、育脳情報を提供する。
 2月28日　ましコッチ（親子教室）育脳インストラクターに
よる親子ふれあいあそび講座　12組

①各種事業時育脳の普及啓発や手遊び等親子ふれあ
い遊びを実施する。
　ましコッコハウスにおいて、育脳情報を提供する。

①各種事業時育脳の普及啓発や手遊び等親子ふれあ
い遊びを実施する。
　ましコッコハウスにおいて、育脳情報を提供する。

①各種事業時育脳の普及啓発や手遊び等親子ふれあい遊び
を実施する。
　ましコッコハウスにおいて、育脳情報を提供する。
　８月１日　研修会　保育所・認定こども園・小学校の教職員等
　対象　参加者１８人
　８月２日　講演会　保護者・子育て支援関係者・一般町民
　対象　参加者２８人

①各種事業時育脳の普及啓発や手遊び等親子ふれあ
い遊びを実施する。
　ましコッコハウスにおいて、育脳情報を提供する。

①各種事業時育脳の普及啓発や手遊び等親子ふれあ
い遊びを実施する。
　ましコッコハウスにおいて、育脳情報を提供する。

①各種事業時育脳の普及啓発や手遊び等親子ふれあ
い遊びを実施する。
　ましコッコハウスにおいて、育脳情報を提供する。

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

①各種事業時育脳の普及啓発や手遊び等親子ふれあ
い遊びを実施する。
　ましコッコハウスにおいて、育脳情報を提供する。

①各種事業時育脳の普及啓発や手遊び等親子ふれあ
い遊びを実施する。
　ましコッコハウスにおいて、育脳情報を提供する。

①各種事業時育脳の普及啓発や手遊び等親子ふれあ
い遊びを実施する。
　ましコッコハウスにおいて、育脳情報を提供する。

①母子保健事業や子育て支援事業において育脳プロ
グラムの普及啓発する

KPI 本年度目標値 現状値

90.05

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 学校が楽しいと感じる子供の割合 本年度目標値 89.5 現状値

施策 子供の非認知能力を高める体制づくり 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

4教育

R6（2024）

課局名 福祉子育て課

基礎目標 ３ 社会的に自立した人を育てる 政策 自らの未来を切り拓くことができる人財の育成

p61 福祉子育て課



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

①母子保健事業やましコッコハウスの子育て支援事業中で、育脳についてや、親と子のふれあい遊びなどを実施
し、普及啓発を図った。また、ましコッコハウスにおいて毎月の行事予定表裏面に育脳情報を提供している。引き
続き、実施内容の充実に努め、推進及び保護者の思いに寄り添いつつ、安心して子育てができるような地域づく
りに努める。
2/28ましコッコハウスにおいて育脳インストラクターによる親子ふれあいあそび講座を予定している。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

①母子保健事業やましコッコハウスの子育て支援事業中で、育脳についてや、親と子のふれあい遊びなどを実施
し、普及啓発を図った。また、ましコッコハウスにおいて毎月の行事予定表裏面に育脳情報を提供している。引き
続き、実施内容の充実に努め、推進及び保護者の思いに寄り添いつつ、安心して子育てができるような地域づく
りに努める。
2/28ましコッコハウスにおいて育脳インストラクターによる親子ふれあいあそび講座を開催。参加者からは「良かっ
た」と満足の声をいただいた。１０歳以降の育脳について、リーフレットを作成中である。

第
２
四
半
期

①母子保健事業やましコッコハウスの子育て支援事業、ましコッコハウス通信で、育脳について普及啓発を図っ
た。また、育脳インストラクターによる８月１日保育所・認定こども園・小学校の教職員等を対象とした研修会、保護
者・子育て支援関係者・一般町民を対象とした８月２日講演会を実施した。引き続き、実施内容の充実に努め、推
進及び保護者の思いに寄り添いつつ、安心して子育てができるような地域づくりに努める。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①母子保健事業やましコッコハウスの子育て支援事業中で、育脳についてや、親と子のふれあい遊びなどを実施
し、普及啓発を図った。また、ましコッコハウスにおいて毎月の行事予定表裏面に育脳情報を提供している。引き
続き、実施内容の充実に努め、推進及び保護者の思いに寄り添いつつ、安心して子育てができるような地域づく
りに努める。
　育脳インストラクターによる８月１日保育所・認定こども園・小学校の教職員等を対象とした研修会、保護者・子育
て支援関係者・一般町民を対象とした８月２日講演会を予定している。

p61 福祉子育て課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
ましコッコハウスでの子育て支援についてはリピーター
はもとより、新たに利用する方も増えているということも聞
いています。前回も意見として言いましたが、育脳プログ
ラムの考え方は、こうやって見るとこんな効果も見られま
すよという程度に止め、押しつけにならないように進めら
れたら良いと思います。

引き続き、ましコッコハウス通信で活動紹介と併せて育
脳情報を提供しつつ、保護者に寄り添いながら、事業を
継続していきたい。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p61 福祉子育て課



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

1「子供を育てたいまち」

％
対前年
同期比

+4.75 ％

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

③全小中学校でWEBＱＵ実施
③スクールソーシャルワーカー学校巡回
③学校におけるいじめ状況月例調査
③不登校児童生徒の月別個別支援調査
④県学力向上コーディネーター事業への参加
④学力向上推進リーダーとの授業参観及び研究会

③スクールソーシャルワーカー学校巡回
③学校におけるいじめ状況月例調査
③不登校児童生徒の月別個別支援調査
④県学力向上コーディネーター事業への参加
④学力向上推進リーダーとの授業参観及び研究会
④第3回学力向上検討委員会開催

③「育脳プログラムとスタートカリキュラム作成研修会」の
開催
③WEBQU研修会開催
③学校におけるいじめ状況月例調査
③不登校児童生徒の月別個別支援調査
④ＩＣＴ支援員による教職員向けICT活用研修会の実施
④第２回学力向上検討委員会開催
④県学力向上コーディネーター事業への参加
④学力向上推進リーダーとの授業参観及び研究会

③スクールソーシャルワーカー学校巡回
③学校におけるいじめ状況月例調査
③不登校児童生徒の月別個別支援調査
④学力向上コーディネーター派遣事業 益子中(12/４）益子小（12/９)
④学力向上推進リーダーとの面談（教育長と指導主事）

③スクールソーシャルワーカー学校巡回
③学校におけるいじめ状況月例調査
③不登校児童生徒の月別個別支援調査
④学力向上コーディネーター派遣事業指導案検討 七井小(1/25)

③スクールソーシャルワーカー学校巡回
③学校におけるいじめ状況月例調査
③不登校児童生徒の月別個別支援調査
④第３回学力向上検討委員会開催(2/22)
④学力向上コーディネーター派遣事業 七井小(2/1)

③学校におけるいじめ状況月例調査
③不登校児童生徒の月別個別支援調査

③ＷＥＢＱＵ活用研修会（７／８）
③スクールソーシャルワーカー学校巡回
③学校におけるいじめ状況月例調査
③不登校児童生徒の月別個別支援調査
④ICT支援員による研修会の実施
④学力向上コーディネーター派遣事業 益子小(７/１１)
④学力向上コーディネーター派遣事業 益子中(７/１６)

③育脳プログラムとスタートカリキュラム作成研修会（８／１）
③スクールソーシャルワーカー学校巡回
③学校におけるいじめ状況月例調査
③不登校児童生徒の月別個別支援調査
④学力向上検討委員会の開催（８／７）

③スクールソーシャルワーカー学校巡回
③学校におけるいじめ状況月例調査
③不登校児童生徒の月別個別支援調査
④学力向上改善プランの作成（９／６）

③スクールソーシャルワーカー学校巡回
③学校におけるいじめ状況月例調査
③不登校児童生徒の月別個別支援調査
④学力向上コーディネーター派遣事業 七井中(10/２、１０／２９)田野小
(10/７)益子西小（１０／２３）

③WEBQU実施2回目(11月）
③ICT支援員サポートにより全小中学校でWEBＱＵ実施
③スクールソーシャルワーカー学校巡回
③学校におけるいじめ状況月例調査
③不登校児童生徒の月別個別支援調査
④学力向上コーディネーター派遣事業 益子中(11/１２）田野中(1１/２０)
益子西小（１１／２８）

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

③ＷＥＢＱＵ事業を各小中学校へ周知
③スクールソーシャルワーカー学校巡回
③学校におけるいじめ状況月例調査（4/30）
③不登校児童生徒の月別個別支援調査（4/30)
④学力向上推進リーダーとの情報交換会（4/2）
④中学校学力向上推進リーダー派遣事業説明（町内小中学校へ）
④学力向上コーディネーター派遣、授業参観・講話（4/30益子中）

③ＩＣＴ支援員によるＷＥＢＱＵの設定作業
③配慮児生徒の情報交換（5/10益子中、5/27益子小、5/29七井小、5/31田野
小）
③スクールソーシャルワーカー学校巡回
③学校におけるいじめ状況月例調査（5/31）
③不登校児童生徒の月別個別支援調査（5/31)
④学力向上コーディネーター派遣、授業参観(5/14七井中）
④学力向上コーディネーター派遣、授業参観（5/20益子小）

③「とちぎの幼小カリキュラム接続プロジェクト」公開研究授業（6/20益子西小）③
全小中学校におけるＷＥＢＱＵの実施(6/１～6/28）
③配慮児生徒の情報交換（6/3益子西小、6/7七井中、6/10田野中）
③スクールソーシャルワーカー学校巡回
③学校におけるいじめ状況月例調査（6/30）
③不登校児童生徒の月別個別支援調査（6/30)
④第１回学力向上検討委員会（6/23）
④ＡＩドリル新機能説明会（6/21）
④県学力向上コーディネーターの授業参観及び研修会（6/15田野中）

③「とちぎの幼小カリキュラム接続プロジェクト」への参加
③WEBＱＵ事業を各小中学校へ周知し、全小中学校で
実施
③スクールソーシャルワーカー学校巡回
③スクールソーシャルワーカー１名配置
③配慮児生徒の情報交換
③学校におけるいじめ状況月例調査
③不登校児童生徒の月別個別支援調査
④第１回学力向上検討委員会開催
④ＡＩドリル活用研修の実施
④県学力向上コーディネーター事業への参加
④学力向上推進リーダー（小・中）との授業参観及び授
業研究会

KPI 本年度目標値 現状値

90.05

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 学校が楽しいと感じる子供の割合 本年度目標値 89.50 現状値

施策 子供の非認知能力を高める体制づくり 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

4教育

R6（2024）

課局名 学校教育課

基礎目標 ３ 社会的に自立した人を育てる 政策 自らの未来を切り拓くことができる人財の育成
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シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

③全小中学校でWEBＱＵ実施（ICT支援員サポート）により、6月に実施した結果との比較分析を各学校で取り組
み、学級経営や不登校対策に役立てた。校長会でも、管理職が各学級の様子や関わりについて確認するよう繰り
返しお願いした。今後も、学級経営に生かせるよう働きかけていきたい。
③スクールソーシャルワーカーが定期的に学校へ巡回し配慮が必要な児童生徒の情報交換をしたり、保護者及
び学校の要請により保護者への相談・支援を行ったりした。
④県学力向上コーディネーター派遣事業及び学力向上推進リーダー事業で、各学校の学力向上改善プランをも
とに、研究授業や授業研究会を実施し、教師の指導力向上の検証・改善を行った。
④今年度は、中学校にも学力向上推進リーダーが配置されたため、毎月教育長と小中2名の学力向上推進リー
ダーとの面談を実施し、各校の授業の様子や日頃の関わりについて情報共有する場をもった。また、小中での連
携も図れるよう配慮した、

総
括

(

第
４
四
半
期

含

)

③スクールソーシャルワーカーが定期的に学校へ巡回し配慮が必要な児童生徒の情報交換をしたり、進学や進
級についての内容で保護者への相談・支援を行ったりした。また必要に応じて、不登校児童生徒の家庭訪問を定
期的に実施した。
④学力向上検討委員会で、各学校の学力向上改善プランについての検証や次年度に向けた計画の立て方につ
いて、指導支援を行った。また、全校に学力向上推進リーダーが配置されたため、「授業改善チェックシート」の活
用により授業改善が図られてきている。次年度も引き続き活用していきたい。
④町独自の学力調査では、全国平均を上回る教科が多く、良好な結果であった。全国平均を下回るなど課題の
みられる部分については、ＡＩドリルの活用も含め補充学習について引き続き支援を行っていく。

第
２
四
半
期

③育脳プログラムとスタートカリキュラム作成研修会を初めて開催した。町内４小学校と７幼保の先生方１６名が参加し、幼保から小学校への接
続について考える機会となった。今後は、スタートカリキュラムの作成と幼保小の連携をさらに進めていきたい。

④ＩＣＴ支援員による、ＩＣＴの活用研修会を各学校のニーズに合わせて各学校２～３回開催した。２学期以降の校務や授業の中ですぐに活用
できる内容で実施した。今後も教師や児童生徒が効果的にタブレットＰＣを活用できるよう引き続き指導支援をしていきたい。

③ＷＥＢ－ＱＵ研修会を実施した。町内小中学校教員1５名が参加した。ＷＥＢ-QUの結果を見方や不登校の未然防止につながる児童生徒へ
の支援の仕方を中心とした内容で、後期の学級経営に生かしていきたいという感想が多く見受けられるなど、有意義な研修となった。

③スクールソーシャルワーカーが定期的に学校へ巡回したり、保護者及び学校の要請により保護者への相談・支援を行ったりした。また、健康
福祉課主催のケース会議に出席し、便宜協議・助言を行った。援助の必要な家庭を福祉機関につなぐ等、学校だけでは解決できない状況に
有効な役割を果たスクールソーシャルワーカーが定期的に学校へ巡回したり、保護者及び学校の要請により保護者への相談・支援を行ったり
した。また、健康福祉課主催のケース会議に出席し、便宜協議・助言を行った。援助の必要な家庭を福祉機関につなぐ等、学校だけでは解決
できない状況に有効な役割を果たした。情報を共有しながら、効果的な指導、助言をしていけるよう努めたい。

⑤学力向上検討委員会で、学力向上改善プランの作成についての研修会を行った。とちぎっ子学力調査結果の分析の仕方、改善プラン作成
をどのように進めればよいのか等を確認できた。各校への授業研究会等を通し、指導支援をしていきたい。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

③令和６・7年度に県総合教育センターの「とちぎ幼小カリキュラム接続プロジェクト」に参加し、幼保小の連携をさらに深め、子どもや
保護者が安心して就学できるようサポートできる体制を努めたい。6月には益子西小学校で1年生の授業を幼稚園や保育園の先生方
と他市町の先生が参観し、意見の交流ができた。8月には、「育脳プログラム」の研修とスタートカリキュラム作成の研修会も計画してい
る。

③ＩＣＴ支援員のサポートにより、ＷＥＢＱＵの年次更新作業等がスムーズにできた。また６月に全小中学校においてＷＥＢQUを実施し
た。今後は、各校において結果を有効に活用できるようにするため、ＷＥＢＱＵ活用研修会を７月に実施し、よりよい学級づくりへの支
援をしていく予定である。

③スクールソーシャルワーカーが定期的に学校へ巡回したり、保護者及び学校の要請により保護者への相談・支援を行ったりした。ま
た、ケース会議に出席し、便宜協議・助言を行った。援助の必要な家庭を福祉機関につなぐ等、学校だけでは解決できない状況に有
効な役割を果たした。県スクールソーシャルワーカーと町スクールソーシャルワーカーとの定期的な情報交換会をもち、情報を共有し
ながら、効果的な指導、助言をしていけるよう努めたい。

④各学校において、デジタル教科書やＡＩドリルの活用をさらに進めている。ＩＣＴ支援員のサポートやＡＩドリルの新機能の紹介の場も
設け、タブレットＰＣの活用について情報共有するなどし、授業において効果的にタブレットＰＣを活用できるような場を設けた。

④県学力向上コーディネーター事業を益子町で実施していくための計画を作成し、各小中学校に周知した今年度は、中学校に学力
向上推進リーダーも配置になった。そのため、4月には各校への今後の事業の説明と、推進リーダーの役割やコーディネーターとの連
携した授業づくりについて計画をし、4月末から順に各学校への支援を始めているところである。今後も計画的に、町内全ての小中学
校で、「主体的・対話的で深い学び」の視点での授業改善に向けて授業研究会や研修会を実施する予定である。また、学力向上検
討委員会も開催し、各校の学力向上改善プランや授業づくりの指導支援をしていく。
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シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続
B：改善・見直し　○
C：廃止・終了

意見・提言
③ＷＥＢＱＵの活用については、回答したまさにその時
の児童生徒の思いが結果として出てくるので、児童に関
わる教師（学級担任）がすぐに、学級指導の改善にいか
せるように、研修開催を事後ではなく事前にするとより効
果が上がるのではないかと思います。（改善・見直し）

③スクールソーシャルワーカーの存在は、保護者にとっ
ては、学校（担任）にはなかなか話せないこともちょっと
話せる存在であることが大事だと思います。成果や結果
を求めることはなかなか難しいと思いますが､保護者に
寄り添える存在がいる（福祉担当者も含めて）ということ
が、なにより必要かと思います。（このまま継続）

④学力向上推進リーダーの中学校への配置は、若手の
教員に限らず、中堅・ベテランの教員にとっても、複数の
視点で生徒への指導・支援の方法が考えられるので、
配置の効果は高いと思います。是非継続をしてほしいと
思います。また、小学校では「県学力向上コーディネー
ター事業」との連携も期待したいと思います。（このまま
継続）

④各教室へ電子黒板の設置、および全教科でのデジタ
ル教科書の導入、さらにＡＩドリルも児童生徒が使える環
境づくりを教師の支援策として効果があると思います。
先生方にとっては事前準備や授業時のトラブルも想定さ
れます。子どもたちが｢楽しい｣｢やってみたい｣と感じられ
る授業づくりができるように、町は支援員の配置などソフ
ト面で学校支援を継続・充実してほしいです。（このまま
継続）

WEBQUの活用については、各学校で研修会等も開催
し、学級経営の改善に引き続き努めたい。

スクールソーシャルワーカーと福祉子育て課との連携に
より、保護者と児童生徒の困り感に寄り添えるよう努めた
い。

学力向上コーディネーター事業を町内７校全部に入れ
ることにより、教師の指導力向上・児童生徒の学力向上
に引き続き努めたい。

ICT支援員の配置により、授業支援や先生方へのサ
ポート等に引き続き努めていく。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点
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第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

1「子供を育てたいまち」

％
対前年
同期比

- ％

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①児童会、生徒会によるあいさつ運動
①あいさつを月の生活目標に位置付けての指導
③キャリアパスポートの作成
③マイチャレンジ推進事業実施予定（3中学校・11月）
③中学校文化部活動外部指導者派遣事業（第2期分）
の実績報告書提出依頼・謝金支払処理

①児童会、生徒会によるあいさつ運動
①あいさつを月の生活目標に位置付けての指導
③キャリアパスポートの作成
③広報ましこにマイチャレンジの様子を掲載（3中学校）
③中学校文化部活動外部指導源泉徴収票作成処理
③中学校文化部活動外部指導者派遣事業（第3期分）
の実績報告書提出依頼・謝金支払処理

①児童会、生徒会によるあいさつ運動
①あいさつを月の生活目標に位置付けての指導
③キャリアパスポートの作成
③中学校文化部活動外部指導者派遣事業（第１期分）
の実績報告書提出依頼・謝金支払処理
②臨海自然教室実施

①児童会、生徒会によるあいさつ運動　各小中学校(12月）
①あいさつを月の生活目標に位置付けての指導 田野小、
益子西小、益子中、田野中
③キャリアパスポートの作成
③中学校文化部活動外部指導者派遣事業（第2期分）謝金
支払い処理（12/9）

③広報ましこにマイチャレンジの様子を掲載（3中学校）

①児童会、生徒会によるあいさつ運動　各小中学校(2月）
③キャリアパスポートの作成

③中学校文化部活動外部指導者派遣事業の（第3期分）実績報告書提
出依頼（3/5）
③各中学校へ「令和7年度益子町立中学校文化部活動外部指導者派
遣事業」の派遣申請書提出依頼（3/17）
③中学校文化部活動外部指導者派遣事業（第3期分）謝金支払い処理
（3/31）

①児童会、生徒会によるあいさつ運動　各小中学校(7月）
①あいさつを月の生活目標に位置付けての指導 田野小、益子
西小、益子中、田野中
②各小学校5年臨海自然教室を実施（7/1～7/3）
③文化部活動外部指導者派遣事業(第１期分)実績報告書提
出依頼(7/5)
③町教育委員会にて外部指導者の追加決定。田野中美術部
へ派遣（7/29～）

③田野中へマイチャレンジ推進事業補助金概算払い

①児童会、生徒会によるあいさつ運動　各小中学校(9月）
①あいさつを月の生活目標に位置付けての指導 田野小、益子
西小、益子中、田野中
③キャリアパスポートの作成
②小学校4年宿泊学習を実施（七井小9/19～9/20）

①児童会、生徒会によるあいさつ運動　各小中学校(10月）
①あいさつを月の生活目標に位置付けての指導 田野小、
益子西小、益子中、田野中
③キャリアパスポートの作成

③中学校文化部活動外部指導者派遣事業（第2期分）実
績報告書提出依頼（11/6）
③マイチャレンジ推進事業実施(11/20～11/22)

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

①児童会、生徒会によるあいさつ運動　各小中学校(4月）
①あいさつを月の生活目標に位置付けての指導
③キャリアパスポートの作成
③各中学校へ外部指導者の推薦を依頼。申請書受理。
③町教育委員会にて外部指導者の決定。各中学校へ派遣。
（4/24～）
③外部指導者のスポーツ安全保険加入手続き。

①児童会、生徒会によるあいさつ運動　各小中学校(5月）
①あいさつを月の生活目標に位置付けての指導 田野小、益子
西小、益子中、田野中
③キャリアパスポートの作成
③マイチャレンジ担当者会議開催（5/14）
③マイチャレンジ推進事業補助金内示（5/14）
③各中学校よりマイチャレンジ推進事業補助金事業計画書の
提出
③各中学校へマイチャレンジ推進事業補助金交付決定

②小学校4年宿泊学習を実施（田野小6/27～6/28）
②中学校1・2年宿泊学習を実施（田野中1・2年5/29～5/30、益
子中1・2年5/22～5/23、七井中1年5/27～5/28、七井中2年
5/31～6/1）
③益子中、七井中へマイチャレンジ推進事業補助金概算払い

①児童会、生徒会によるあいさつ運動
①あいさつを月の生活目標に位置付けての指導
③キャリアパスポートの作成
③マイチャレンジ担当者会議開催
③マイチャレンジ推進事業補助金内示
③各中学校よりマイチャレンジ推進事業補助金事業計
画書の提出
③各中学校へマイチャレンジ推進事業補助金交付決
定、概算払い
③各中学校の文化部に中学校文化部活動外部指導者
派遣事業を実施し、外部指導者を派遣。安全保険加入
処理。
②小学校４年宿泊学習
②中学校１、２年宿泊学習

KPI 本年度目標値 現状値

75.0

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 将来の夢や目標を持っている子供の割合 本年度目標値 79.3 現状値

施策 主体的に行動できる人財づくり 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

　　―

R6（2024）

課局名 学校教育課

基礎目標 ３ 社会的に自立した人を育てる 政策 自らの未来を切り拓くことができる人財の育成
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シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

①引き続き各校と児童・生徒に関する情報交換を行い、あいさつやキャリア教育について効果的な指導が行える
よう、支援する。

③キャリアパスポートを継続的に作成し次の学年へ引継ぎ、特に小学校から中学校への引き継ぎがしっかりできる
ように働きかけ、小中学校で連携しながらキャリア教育の充実を図っていく。

③マイチャレンジ推進事業については、町内３中学校が連携しながら実施することができた。今後も充実した活動
を行っていけるよう、支援する。

総
括

(

第
４
四
半
期

含

)

③キャリアパスポートの活用については、各学校で各学年で年間3～４回作成し、次学年への引継ぎを行ってい
る。小学校6年生から中学校への引継ぎも継続して行っている。

③外部指導者派遣事業（第3期分）については、年間を通して計画的に実施することができた。次年度も外部指
導者の派遣により、部活動等の活性化と生徒個人の技能の向上が図られるよう、支援していく。

第
２
四
半
期

①各校と児童・生徒に関する情報交換を行い、あいさつやキャリア教育について効果的な指導が行えるよう、支援
する。

③キャリアパスポートを継続的に作成し次の学年へ引継ぎ、小中学校で連携しながらキャリア教育の充実を図っ
ていく。

③外部指導者の追加決定により、中学校文化部活動外部指導者派遣事業は5文化部中3文化部での実施となっ
た。外部指導者が未派遣の部については、学校から希望がある場合には随時受付けをしていく。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①学校の生徒指導（児童指導）や生徒会（児童会）の計画に従い、児童・生徒が進んであいさつしたり、意識した
りする場を設けることができた。各校と児童・生徒に関する情報交換を行い、効果的な指導が行えるよう、支援す
る。

②各校で宿泊学習を実施した。今後も効果的な学習が実施できるよう支援する。

③5文化部中2文化部にて、中学校文化部活動外部指導者派遣事業を実施。外部指導者が未派遣の部につい
ては、学校から希望がある場合には随時受付けをしていく。

p62 学校教育課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
①、③自然なあいさつができるようになるには、日ごろの
実践が重要だと考えます。また、中学2年生を対象とし
たマイチャレンジの「ふりかえり（反省）」で、あいさつの
大切さを挙げる生徒が多いと聞きます。学校での「学
び」の必要性や重要性を毎日のあいさつで感じられれ
ば、何気なくしていたあいさつも、心のこもったあいさつ
に変わるのではないかと思います。地道な指導の継続
を。

各学校で「あいさつ運動」等を実施しているところではあ
るが、なかなか定着しないところではあるので、各学校
での工夫した取り組みや、保護者へも啓発したり、就学
時健康診断時等に、家庭での声掛けなどを進めていく
など工夫したい。
各中学校では、マイチャレンジでの経験を学校で発表
する機会を設けているので、そうした場で得た経験を生
かせるような指導を継続するよう働きかける。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p62 学校教育課



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

1「子供を育てたいまち」

％
対前年
同期比

- ％

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

②ましこいきいきトライやるスクール（第4、5回）

②ましこいきいきトライやるスクール（第6回）

②ましこいきいきトライやるスクール（第2、3回）

なし

なし

②ましこいきいきトライやるスクール（第5回）
　まちなかウォークラリーをしてみよう　2/22   12名

なし

なし

②ましこいきいきトライやるスクール（第2回）
　竹を使った夏祭りをしてみよう　8/17　15名

②ましこいきいきトライやるスクール（第3回）
　魚のつかみ取りをしてみよう　9/14　19名

②ましこいきいきトライやるスクール（第4回）
　英語でハロウィンパーティーをしてみよう　10/19   5名

なし

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

②開催要項を配布（学校）5/1

②申込期限5/22（24名申込）

②ましこいきいきトライやるスクール（第1回）
　防災について考えてみよう　6/15  8名

②ましこいきいきトライやるスクール（第1回）

KPI 本年度目標値 現状値

75.0

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 将来の夢や目標を持っている子供の割合 本年度目標値 79.3 現状値

施策 主体的に行動できる人財づくり 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

　　―

R6（2024）

課局名 生涯学習課

基礎目標 ３ 社会的に自立した人を育てる 政策 自らの未来を切り拓くことができる人財の育成

p62 生涯学習課 



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

②第4回はジュニアリーダースクラブ2名が各ゲームを進行し、英語ゲームやハロウィンのクラフト体験を行った。英
語に苦手意識があった参加者達も、ゲームを通して楽しく学ぶことができた。なお、11月16日に予定していた5回
目の「まちなかウォーキングラリーをしてみよう」については、衆議院選挙が行われることになり、その結果町民まつ
りが11月16日に変更となったため、募集はかけていたが急遽2月22日に変更となったもの。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

②第5回のまちなかウォークラリーをしてみようは、今年度最後の事業であったが、ユースリーダーも3名参加し、参
加者全員が楽しんで活動することがき、参加者同士の交流を深めることができた。

第
２
四
半
期

②第2、3回ともに、衛生面や天候、熱中症に気を使う内容だったが、食中毒や体調不良者を出すことなく事業を
行うことができた。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

②昨年度よりは参加申込者が減ったが（昨年度比3名減）、ましこいきいきトライやるスクール（第1回）の参加人数
は昨年度と同数であった。今後も感染対策等を徹底しながら、事業を進める。

p62 生涯学習課 



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
ましこいきいきトライやるスクールについては、子どもた
ちは学校外での学びの場（教員以外の大人と接する）と
して意義があると思います。また、支援に関わる大人は
もちろん、高校生（ジュニアリーダースクラブ）の学びの
場としての効果も期待できます。今後も継続してほしい
です。

他の学校の生徒との交流や教員以外の大人と接する貴
重な場となっている。さらに、ジュニアリーダーの活動の
機会にもなっていることから、今後も継続し、魅力のある
事業に取組んでいく。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p62 生涯学習課 



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

1「子供を育てたいまち」

％
対前年
同期比

△2.9 ％

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

②巡回伝統芸能公演事業「落語～はなしの伝統芸能」
実施（田野小）
②学校訪問演奏会事業（器楽・オーボエ）実施（七井
小）
④小学校外国語科専科（非常勤講師）対象の授業研究
会実施

④外国語科及び外国語活動に関するアンケート実施
④外国語小中連携授業参観（小学校）
④外国語科事務連絡会議の実施

④外国語教育研修会（外国語専科教員、小中学校教
員、ＡＬＴ対象）
④小学校外国語科専科（非常勤講師）対象の授業研究
会実施

なし

なし

④外国語科及び外国語活動に関するアンケートの結果
の周知

④第3回英検検定料補助金支払（2/28）

④第1回英語検定料補助金支払（7/18）
④ＡＬＴの授業計画研修

④ＡＬＴの授業計画研修

④外国語専科教員による研究授業指導案作成研修
（9/25県教委・芳賀教育事務所同行）

②巡回伝統芸能公演事業「落語～はなしの伝統芸能」実
施（田野小）（10/23）

②学校訪問演奏会事業（器楽・オーボエ）実施（七井小）
（11/19）
④第2回英検検定料補助金支払（11/28）

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

③学校司書2名配置
④ALTを小学校2名、中学校2名配置

④英検検定料補助金交付申請のお知らせを３中学校に
配布（5/10）、HP掲載済

なし

③学校司書2名配置
④英語検定料補助金について、ＨＰや紙文書で各中学
校へ周知

KPI 本年度目標値 現状値

69.3

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 月に３冊以上本を読む子供の割合 本年度目標値 72.0 現状値

施策 しなやかで豊かな心を持つ人財づくり 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

4教育

R6（2024）

課局名 学校教育課

基礎目標 ３ 社会的に自立した人を育てる 政策 豊かな人間性と健やかな体を備えた人財の育成
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シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

②田野小学校で巡回伝統芸能公演事業を実施。1～6年生が落語を鑑賞し、日本の伝統芸能に親しんだ。次年
度についても、町内学校において事業を実施できるようにする。
②七井小学校で学校訪問演奏会事業を実施。1～6年生がオーボエの音色や、ピアノとの二重奏を鑑賞し、生の
クラシックに触れる機会となった。次年度についても、引き続き募集案内を速やかに各学校へ周知し活用を促して
いく。
④第2回英検補助金申請は45件（昨年同時期実績40件）。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

④小学校児童のアンケート結果では、「進んで授業に参加している」が約９割と良好な結果であった。小学校で
は、外国語専科教員の配置により高学年で授業改善を進めている。毎月ALTのミーティングにより情報共有や授
業についての話合いも行い、外国語専科教員との授業の進め方や改善点についても、委託業者も含めて継続的
に行ってきた。

④第3回英検補助金申請は40件（昨年同時期実績23件）。中学校3年生について、英語検定第3回終了時におけ
る3級受験率は33.5％、3級取得率は12.9％である。

第
２
四
半
期

④ジョイトークによるＡＬＴの授業計画や授業改善研修や、各校の授業参観や事後指導を行い、各学校における
外国語活動や外国語科の授業がよりよくなるような支援を続けていく。

④１０月に行われる益子小学校での外国語授業と人権教育を絡めた研究授業に向けて、指導案作成から関わり
支援をした。１０月の研究授業に向けてさらに支援をしていく。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

④第1回英検補助金申請は27件（昨年同時期実績30件）
　第１回の結果が出次第、受験率・英検取得率について校長会等で説明し、制度活用を呼びかける。

p63 学校教育課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
③学校司書の複数校のかけ持ちをプラスと捉え、既に
実践していることとは思いますが、先生や児童生徒から
意見・要望を聞くなどして､おすすめ本の紹介などをして
いくとよいのではないでしょうか。「〇〇中学校２年生の
おすすめ本」や「ひょっとしたらありそうな、あったら面白
そうなおすすめ本（例：万城目学の書籍）特集」を、学級
通信一斉掲載などやり方はいろいろあると思います。

④外国語活動は、発達段階に応じてさまざまなテーマ
を取り上げながら、「楽しい学び」が進められていていま
す。中学校の外国語にも自然につながるように、外国語
専科教員やＡＬＴの配置継続をお願いします。併せて、
学級担任の空き時間の確保もお願いしたいです。

学校図書館のj機能を十分に活かし、児童生徒が読書
に対して関心を高められるよう、学校司書と連携を取り、
学校図書の充実に努めていく。

ALT、外国語専科教員を適正に配置し、外国語・外国
語活動の授業の充実を図っていく。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p63 学校教育課



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

1「子供を育てたいまち」

％
対前年
同期比

△2.9 ％

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

③移動図書館の運行
③読み聞かせ
③図書室整理

③移動図書館の運行
③読み聞かせ
③図書室整理
③KPI（月に３冊以上本を読む子どもの割合）調査

③移動図書館の運行
③読み聞かせ
③図書室整理

③とっくん号のおはなし会　12/21  5人
③クリスマス会　12/21　10人
③移動図書館運行　17回　貸出550冊

③とっくん号のおはなし会　1/25　25人
③移動図書館運行　19回　貸出662冊

③とっくん号のおはなし会　2/22　12人
③移動図書館運行　19回　貸出666冊

③とっくん号のおはなし会　3/22  9人
③移動図書館運行　19回　貸出619冊
③3冊以上本を読む子供の割合69.3％

③とっくん号のおはなし会　7/27　16人
③夏のお楽しみ会　7/27　5人
③移動図書館運行　20回　貸出823冊

③とっくん号のおはなし会　8/24　21人
③移動図書館運行　13回　貸出351冊

③とっくん号のおはなし会　9/28　19人
③移動図書館運行　19回　貸出716冊

③とっくん号のおはなし会　10/26　27人
③移動図書館運行　19回　貸出778冊

③とっくん号のおはなし会　11/16　32人
③移動図書館運行　19回　貸出704冊

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

③とっくん号のおはなし会　4/27　22人
③移動図書館運行　19回　貸出613冊

③とっくん号のおはなし会　5/25　32人
③移動図書館運行　17回　貸出577冊

③とっくん号のおはなし会　6/22　17人
③移動図書館運行　20回　貸出837冊

③移動図書館の運行
③読み聞かせ
③図書室整理

KPI 本年度目標値 現状値

69.3

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 月に３冊以上本を読む子供の割合 本年度目標値 72.0 現状値

施策 しなやかで豊かな心を持つ人財づくり 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

4教育

R6（2024）

課局名 生涯学習課

基礎目標 ３ 社会的に自立した人を育てる 政策 豊かな人間性と健やかな体を備えた人財の育成
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シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

③移動図書館の運行は教育施設（幼保、小中学校）を中心に運行しているが、施設により本の貸出数に差がある
ため、少ない施設へのＰＲや呼びかけを行っていく。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

③不読率は令和5年度の4.0％から令和6年度は5.5％となり1.5％増となった。また、KPIの月に3冊以上本を読む
子供の割合は69.3％で2.9％の減となり、今年度目標の72％を下回った。目標達成については、図書室や学校図
書の充実、移動図書館等の運営などにより、改善を図っていく。

第
２
四
半
期

③毎月実施しているおはなし会や夏のお楽しみ会を行い、読書に触れ合う機会を作ることができた。移動図書館
の運航についても順調に進んでおり、昨年よりも多くの本の貸出を行うことができた。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

③移動図書館については、保育園、認定こども園、小中学校を中心に定期的に運行している。移動図書館の運
行については知られてきたが、今後は、利用者数と貸出数を増やしていくとともに、本を読む習慣を身に付けさせ
ることが重要である。

p63 生涯学習課 



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
③移動図書館は巡回先や回数は定着していると思われ
るので、このまま継続して行けばよいと思います。

移動図書館は、巡回先や回数が定着しているが、土曜
日については、学校等との調整は必要ないため、道の
駅等への回数を増やせないか検討している。
定着している施設についても、訪問先のニーズにあった
図書を選定し、より多くの本に触れ合う機会を提供して
いく。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p63 生涯学習課 



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

人
対前年
同期比

+224 人

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

②体力向上のための教室や指導者育成教室の開催・
案内周知
②中学校運動部活動外部指導者派遣事業（第2期分）
の実績報告書提出依頼・謝金支払処理

②体力向上のための教室や指導者育成教室の開催・
案内周知
②中学校運動部活動外部指導者・部活動顧問の源泉
徴収票作成処理
②中学校運動部活動外部指導者派遣事業（第3期分）
の実績報告書提出依頼・謝金支払処理
②全国大会出場時は懸垂幕作成

②体力向上のための教室や指導者育成教室の開催・
案内周知
②中学校運動部活動外部顧問への指導者研修会開催
案内
②中学校運動部活動外部指導者派遣事業（第１期分）
の実績報告書提出依頼・謝金支払処理
②小中学校での体力つくりに必要な運動用具を整備
②令和6年度新体力テストの結果による現状値把握
②全国大会出場時は懸垂幕作成
②体力向上エキスパートティーチャー派遣事業

②中学校運動部活動外部指導者派遣事業（第2期分）謝金支
払処理(12/9)
②小中学校へ「学校レクリエーション講習会」「スノースポーツ
講習会」等開催通知配布（12月随時）

②小中学校へ「令和7年度栃木県児童生徒体力・運動能力調
査結果（確定値）」送付(1/16)

②小中学校へ「学校における体育活動中の事故防止及び体
罰・ハラスメントの根絶について」配布(3/28)

②中学校運動部活動外部指導者派遣事業の（第3期分）
実績報告書提出依頼（3/5）
②各中学校へ「令和7年度益子町立中学校運動部活動
外部指導者派遣事業」の派遣申請書提出依頼（3/17）
②中学校運動部活動外部指導者派遣事業（第3期分）の
謝金支払処理（3/31）

②田野中・益子中・七井中より運動用具購入希望計画書受理・購
入。
③運動部活動外部指導者派遣事業(第１期分)実績報告書提出依
頼(7/5)
②令和６年度運動部活動指導者研修会（オンライン受講会）開催
（7/13）
②「チームとちぎジュニア選手」の認定について送付(益子小・益子
中・七井中)
②中学校へ「全国中学校柔道指導者研修会の開催について」等
配布（7月随時）

②運動部活動外部指導者派遣事業（第1期分）謝金支払い処理
（8/8）
③小中学校へ「全国相撲指導者研修会の開催について」等配布
（8月随時）
②全国中学校陸上競技選手権大会出場(七井中)により懸垂幕作
成

②令和6年度新体力テスト『Ｓ認定証』交付（小学校13名、中学校2
名）
②小中学校へ「全国学校体育研究大会山口大会の開催につい
て」等配布（9月随時）

②小学校へ「令和６年度チャレンジランキング【後期】の実施に
ついて」配布

②中学校運動部活動外部指導者派遣事業（第2期分）実績報
告書提出依頼(11/6)
②中学校へ「学校空手道実技指導者講習会」「全国弓道指導
者研修会」等開催通知配布（11月随時）

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

②各中学校へ外部指導者の推薦を依頼。申請書受理。
②町教育委員会にて外部指導者の決定。各中学校へ派遣。
（4/24～）
②外部指導者のスポーツ安全保険加入手続き。
②小中学校へ「全国体力・運動能力、運動習慣等調査の実施
について」「栃木県児童生徒の体力・運動能力調査の実施に
ついて」配布。
②運動用具購入希望計画書の提出依頼。
②田野小・益子西小より運動用具購入希望計画書受理・購入。
②小中学校へ「体力アップ推進シートの活用について」等配
布。

②体力向上エキスパートティーチャー派遣事業（町内４小学校）
②中学校へ「全国武道指導者研修会の開催等について」等配布
（5月随時）
②益子小・七井小より運動用具購入希望計画書受理・購入。

②中学校へ「全国空手道指導者研修会」等配布（6月随時）
②七井小より運動用具購入希望計画書受理・購入（6/19）
②中学校外部顧問へ「令和６年度運動部活動指導者研修会」開催
通知送付(6/19)

②体力向上のための教室や指導者育成教室の開催・
案内周知
②各中学校の運動部に中学校部活動外部指導者派遣
事業・部活動顧問派遣事業を実施し、外部指導者・外
部顧問を派遣。保険加入処理。
②小中学校での体力つくりに必要な運動用具を整備
②令和６年度新体力テストの実施
②体力向上エキスパートティーチャー派遣事業

KPI 本年度目標値 現状値

105,187

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 体育施設利用者数（延べ人数） 本年度目標値 126,000 現状値

施策 健康でたくましい心身を育てる体制づくり 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

　　―

R6（2024）

課局名 学校教育課

基礎目標 ３ 社会的に自立した人を育てる 政策 豊かな人間性と健やかな体を備えた人財の育成
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シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

②県教育委員会より、体力向上のための教室や指導者育成教室の開催・案内通知が定期的に届くため、小中学
校や外部指導者等へ周知・案内を行い、効果的な指導が行えるよう支援する。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

②県教育委員会より、体力向上のための教室や事故防止対策等の通知が定期的に届くため、小中学校や外部
指導者等へ周知・案内を行い、安全及び効果的な指導が行えるよう支援する。

②外部指導者派遣事業（第3期分）については、年間を通して計画的に実施することができた。次年度も外部指
導者の派遣により、部活動等の活性化と生徒個人の技能の向上が図られるよう、支援していく。

第
２
四
半
期

②新体力テストS認定対象者について、昨年度比で小学校が4名の増・中学校が1名の増となった。今後も小中学
校での体力つくりに必要な運動用具を整備・活用することで、児童生徒の体力の向上を図っていく。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

②19運動部中、７運動部に部活動外部指導者を派遣。部活動外部顧問派遣事業では６名(田野中：ソフトテニス
部、益子中：卓球部・バドミントン部・女子ソフトテニス部・柔道部、七井中：サッカー部)を派遣している。外部指導
者が未派遣の部については、学校から希望がある場合には随時受付をしていく。

p64 学校教育課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
②体育科の授業やその他体力つくりの活動でも、他教
科のように電子黒板やタブレットなどを活用して、各々が
興味を持って楽しく工夫・改善して取り組める環境づくり
があってもよいと考えます。特に小学校では、体を動か
すことが楽しくなるような工夫を期待したいです。

運動用具の整備や、県のチャレンジランキング事業等を
活用することで、児童生徒が楽しみながら積極的に運
動を行う環境の醸成につなげたい。
拠点校部活動については、生徒が部活動をする機会の
確保のため、今後も学校と連携しながら種目の拡大や
活動環境の整備を進めていく。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p64 学校教育課



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

#REF!
対前年
同期比

+224 #REF!

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①スポーツに親しむことができる環境や機会の充実、健
康・体力つくりの習慣化を図る

②スポーツ団体・指導者等への支援を行い、子供たち
の体力向上を図る

①スポーツに親しむことができる環境や機会の充実、健
康・体力つくりの習慣化を図る。

②スポーツ団体・指導者等への支援を行い、子供たち
の体力向上を図る。

①スポーツに親しむことができる環境や機会の充実、健
康・体力つくりの習慣化を図る

②スポーツ団体・指導者等への支援を行い、子供たち
の体力向上を図る

①トレーニング室使用者講習会12/26（ 12名参加））
①はが路ふれあいマラソン12/15（2,361人申し込み）

①トレーニング室使用者講習会1/21( 8名参加）
①郡市町対抗駅伝競走大会1/26開催
①②お知らせ版にて、チャレンジクラブ会員募集。広報ま
しこにて、町内体育施設の紹介。

①トレーニング室使用者講習会2/14(13名参加）
①ソフトテニス教室2/8（50名参加）、バトミントン教室2/22
（49名参加）
①②お知らせ版にて、チャレンジクラブ会員募集。広報ま
しこにて、町内体育施設の紹介。

①トレーニング室使用者講習会3/15（14名参加））
①②お知らせ版にて、チャレンジクラブ会員募集。広報ま
しこにて、町内体育施設の紹介。

①トレーニング室使用者講習会7/13（10名参加）7/30(12
名参加）
①町民プール7/21～8/31（2,461人）
①芳賀郡市民スポーツ交流大会（7/28）

①トレーニング室使用者講習会8/21（6名参加）
①芳賀郡市民スポーツ交流大会（8/4，25）

①トレーニング室使用者講習会9/5（10名参加）9/25（11
名参加）。
①芳賀郡市民スポーツ交流大会（9/1，8，29）
①②お知らせ版にて、チャレンジクラブ交流会記事掲
載。

①トレーニング室使用者講習会10/18（15 名参加）
①県民スポーツ大会（10/20,27））
①少年スポーツ教室　ランニング教室10/12（62名参加）

①トレーニング室使用者講習会11/12( 4名参加）11/30(
13名参加）
①芳賀郡市民スポーツ交流大会（11/24）
①駅伝競走大会11/10（39チーム）
①少年スポーツ教室　野球教室11/30（99名参加）

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

①トレーニング室使用者講習会4/18（ 19名参加）
①②お知らせ版にて、チャレンジクラブ会員募集。広報ま
しこにて、町内体育施設およびスポーツ団体の紹介を特
集。

①トレーニング室使用者講習会5/8（ 8名参加）、5/28（ 20名参
加）
①卓球教室（51名参加、観客数213名）
②町スポーツ少年団（15団体）へ指導者講習会の案内。
①②広報ましこにて、町内体育施設およびスポーツ団体の紹
介を特集。

①トレーニング室使用者講習会6/28（ 16名参加）。
①益子町民デー6/8（6，047人うち益子町関係者259人）
②トライランスクール6/8～全５回参加者60名

①スポーツに親しむことができる環境や機会の充実、健
康・体力つくりの習慣化を図る

②スポーツ団体・指導者等への支援を行い、子供たち
の体力向上を図る

KPI 本年度目標値 現状値

105,187

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 体育施設利用者数（延べ人数） 本年度目標値 #REF! 現状値

施策 健康でたくましい心身を育てる体制づくり 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

　　―

R6（2024）

課局名 生涯学習課

基礎目標 ３ 社会的に自立した人を育てる 政策 豊かな人間性と健やかな体を備えた人財の育成
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シート2【　四半期検証シート　】

104,963

第
３
四
半
期

①芳賀郡市民スポーツ交流大会を、関係市町等と情報を共有しながらスムーズに開催することができた。町駅伝
競走大会は、昨年より９チーム多い３９チームが参加。スタート地点を南運動公園とし、コースや中継所の設置箇
所を変更して２回目の開催だったが、大きなトラブルもなかった。はが路ふれあいマラソン大会は、2，361人申し
込み、2,056人出走、1,884人完走した。来年度は、今回開催した課題を検討しよりよい大会にしていく。
①②チャレンジクラブ運営委員会等に参加し、運営や事業の検討を行っている。12/31時点で387名の加入であ
り、前年度の同時期（356名）と比べて、増加傾向にあるため、さらなる広報活動等を進める。

第3四半期の体育施設利用者数は、77,938名。前年度の同時期（79，406名）と比べて、減少しており、さらなる利
用促進を進める必要がある。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

①郡市町対抗駅伝競走大会が1月26日にカンセキスタジアム周回コース10区間で開催された。郡スポーツ協会、
郡内スポーツ担当者と連絡を密にとり、強化練習等実施、芳賀郡チームが1チームが参加し総合3位の成績を残
すことができた。益子町からは七井中の生徒が3区に出場した。
①②少年スポーツ教室（ソフトテニス教室、バトミントン教室）を開催。一流の技術を持つ講師から指導を受けると
ともに、スポーツに対する興味と将来への夢を持たせることができた。次年度以降も引き続き開催を予定してい
る。
①②チャレンジクラブ運営委員会等に参加し、運営や事業の検討を行っている。3月末時点で392名の加入があ
り、前年度の3月（360名）と比べて微増となった。コロナ期に減少した会員を回復させるため、引き続き広報活動を
していく。
第４四半期までの体育施設利用者数は、105,187人。前年度の同時期（104,963名）と比べて増加しているが目標
値との差は大きく、さらなる利用促進を進める必要がある。

第
2
四
半
期

①芳賀郡市民スポーツ交流大会、芳賀地区スポーツ・レクリエーション祭は、関係市町等と情報を共有しながらス
ムーズに開催することができた。町民センタープールは7/20から8/31まで開設（悪天候で3日休）し事故もなく運
営できたが、設置して５０年以上（Ｓ４０竣工）が経ち、毎年修繕しているが老朽化が深刻な状況である。はが路ふ
れあいマラソン大会や今後開催される大会等、開催時にスムーズに進められるよう各協会、関係市町と情報等を
共有し今ある課題を検討する必要がある。

①②チャレンジクラブ運営委員会等に参加し、運営や事業の検討を行っている。9/30時点で365名の加入であ
り、前年度の同時期（323名）と比べて、増加傾向にあるが、さらなる広報活動を進める。

第2四半期（4月～9月）の体育施設利用者数は、52,177名。前年度の同時期（53,620名）と比べて、減少してお
り、さらなる利用促進を進める必要がある。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①芳賀郡市民スポーツ交流大会、芳賀地区スポーツ・レクリエーション祭、はが路ふれあいマラソン大会等スムー
ズに進められるよう関係市町と情報等を共有し今ある課題を検討する必要がある。
町駅伝競走大会も昨年４年ぶりにコースを変更し開催したが反省点を改善して、大会開催に向けて準備を進め
る。町民センタープールは7/20から開設するので安全に利用できるよう、修繕や運営を含めて準備を進めてい
る。今後もスポーツ行事が予定されているので、安全に開催できるよう開催方法の検討を進めていく必要がある。
①②チャレンジクラブ運営委員会等に参加し、運営や事業の検討を行っている。昨年度は360名の加入であり、
前年度の同時期（384名）と比べて、減少傾向にあるため、さらなる広報活動を進める必要がある。

第1四半期の体育施設利用者数は、24，714名。前年度の同時期（26，877名）と比べて、減少傾向にある。主な原
因は、北運動場体育館利用団体が学校開放施設を利用したことによるものであるが、利用者を増やす必要があ
る。
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シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
①各種スポーツ教室は本物を見ること、体感すること
が、参加者にプラスになると思います。継続をお願いし
ます。

スポーツ教室については一流の技術を持つ講師を招聘
し、参加者にスポーツに対する興味と将来への夢を持
たせられるよう、引き続き実施していく。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点
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第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

校
対前年
同期比

±0 校

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①田野小学校、各中学校で学校運営協議会の実施
①事業内容の共有

①田野小学校、各中学校で学校運営協議会の実施
①事業内容の共有
①学校運営協議会委員源泉徴収票作成処理

①田野小学校、各中学校で学校運営協議会の実施
①事業内容の共有

①コミュニティ・スクール研修会開催通知12/6
①七井中学校運営協議会（第4回）12/9
①益子中学校運営協議会（第4回）12/12

①令和7年度学校運営協議会委員推薦予定者報告依頼
(益子小・益子西小・七井小)1/17

①コミュニティ・スクール研修会2/3
①田野小学校運営協議会（第4回）2/14
①田野中学校運営協議会（第3回）2/10
①益子中学校運営協議会（第5回）2/6
①七井中学校運営協議会（第5回）2/10

①学校運営協議会設置通知(益子小・益子西小・七井
小)3/21
①令和7年度学校運営協議会委員推薦依頼(各小中学
校)3/27

①田野小学校運営協議会（第2回）7/17

なし

①益子中学校運営協議会（第2回）9/5
①七井中学校運営協議会（第3回）9/20
①コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動推進協
議会での情報交換(9/9)

①運営マニュアルの改訂
①学校運営協議会導入に関する説明(校長会)10/2

①広報ましこにコミュニティ・スクール制度紹介記事掲載
①田野小学校運営協議会（第3回）11/20

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

①学校運営協議会委員の承認(田野小、各中学校)

①田野小学校運営協議会（第１回）5/28
①七井中学校運営協議会（第１回）5/1

①田野中学校運営協議会（第１回）6/27
①益子中学校運営協議会（第１回）6/7
①七井中学校運営協議会（第２回）6/18

①田野小学校、各中学校で学校運営協議会の実施
①事業内容の共有

KPI 本年度目標値 現状値

4

KPI 本年度目標値 現状値

KPI コミュニティスクール設置学校数 本年度目標値 6 現状値

施策 地域協働による教育体制づくり 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

17パート
ナーシップ

R6（2024）

課局名 学校教育課

基礎目標 ３ 社会的に自立した人を育てる 政策 自ら地域づくりに参画できる人財の育成
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シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

①各校において委員が学校を知る機会を積極的に作ることで、熟議の活性化や特色のある取り組みが行われて
いる。
①運営マニュアルを見直し、導入や運営上の留意点を追加した。広報での制度周知や研修会の実施により、引
き続き未導入校への支援を行う。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

①各校において、今年度の活動報告や学校評価、次年度の計画等について話し合った。
①3月教育委員会において、令和7年度から益子小学校・益子西小学校・七井小学校に学校運営協議会を設置
することが承認された。引き続き学校との情報共有や研修会の開催等により、各校で円滑な運営協議会を実施で
きるよう支援を行う。

第
２
四
半
期

①各校において、学校安全や地域と子どもたちとの関わり、創立150周年事業等について協議し、「地域とともに
ある学校」への転換に向け取組を行っている。未導入校においても、校長会での説明や、地域住民に向けた周知
を行うことで設置への準備を進めていく。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①田野小学校と各中学校において学校運営協議会を実施した。残りの３小学校についても、すでに実施している
学校の事業内容の共有を図るとともに、打ち合わせや研修を行い、令和７年度までに全小中学校へのコミュニ
ティスクール導入を目指す。
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シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
①学校運営協議会については、３中学校、１小学校で
立ち上げ、話し合いが進められているとのこと。残り３小
学校は先行して立ち上げた4校と情報共有して、できる
こと（既に実践していること）から始められたらよいと思い
ます。今後の活動を見ていきたいと思います。情報交換
会の設置など、町としての継続支援が必要だと思いま
す。

新しいことよりもすでに実践している地域と関わる事業を
うまく活用し、学校を核とした地域づくりを推進していく。
研修等の実施により、学校への支援を継続していく。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点
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第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

％
対前年
同期比

△1.0 ％

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

②ジュニアリーダースクラブ（JLC)の活動、PR
③ましこ未来大学の開講

②ジュニアリーダースクラブ（JLC)の活動、PR
③ましこ未来大学の閉講

②ジュニアリーダースクラブ（JLC)の活動、PR
③ましこ未来大学の開講

③ましこ未来大学  12/4
③ましこ未来大学「駄菓子屋楽校」実践発表　12/7　来
場者270名
③ましこ未来大学（来年度に向けての打合せ）　12/18

③ましこ未来大学活動発表、閉校式　1/28

②ジュニアリーダー、ユースリーダー定例会　2/1　ジュニ
ア1名
②ジュニアリーダートライやるスクール参加協力　2/22  3
名
②ジュニアリーダースクラブ会員募集チラシ配布
　対象者：町内中学3年生

②ジュニアリーダー・ユースリーダー交流会　3/16　2名

②ジュニアリーダー、ユースリーダー定例会　7/15
　ジュニア5名　ユース1名
③ましこ未来大学　7/10、7/24～7/26

②ジュニアリーダートライやるスクール参加協力　8/17　3
名

③ましこ未来大学  9/4、9/11、9/18、9/25

②ジュニアリーダートライやるスクール参加協力　10/19
2名
③ましこ未来大学  10/9、10/30

なし

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

②ジュニアリーダー新規会員募集チラシ配布
③ましこ未来大学打ち合わせ　4/3、4/5、4/12
③ましこ未来大学開講式  4/17

③ましこ未来大学  5/15、5/29
③ましこ未来大学打合せ　5/14

②ジュニアリーダー、ユースリーダー定例会　6/22
　ジュニア7名　ユース2名
②ジュニアリーダートライやるスクール参加協力　6/15  2
名
③ましこ未来大学　6/5、6/19
③ましこ未来大学打合せ　6/12

②ジュニアリーダースクラブ（JLC)の活動、PR
③ましこ未来大学の開講

KPI 本年度目標値 現状値

61.1

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 地域活動や町づくりへの参加意識がある人の割合 本年度目標値 57.5 現状値

施策 地域社会に参画する人財づくり 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

17パート
ナーシップ

R6（2024）

課局名 生涯学習課

基礎目標 ３ 社会的に自立した人を育てる 政策 自ら地域づくりに参画できる人財の育成
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シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

③未来大学は12月7日の町民のつどいの中で「駄菓子屋楽校」として実践発表を行った。本年度は青少年健全
育成大会と同時開催としたことから、子どもからお年寄りまで幅広い年代の人が訪れ、高校生が考えたブースを楽
しみながら交流を図ることができた。次年度については、新たな企画を検討し進めていく。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

②ジュニアリーダーの団員確保のため、郡内の市町や芳賀教育事務所と連携しチラシを配布するなど効果的な
PRを行った。
③益子芳星高校の2年1組による未来大学は、1月28日に当校で活動発表と閉校式を行った。本年度は初の試み
として青少年健全育成大会と生涯学習振興大会を同時開催とし、老若男女問わず多くの人に高校生のまちづくり
に対する活動を周知することができた。

第
２
四
半
期

②ジュニアリーダースクラブとしてましこいきいきトライやるスクールに参加協力し、有意義な活動とすることができ
た。
③未来大学では、12月の町民のつどいの中で実施される「駄菓子屋楽校」のアクションプランの企画立案、準備
等を行った。
　途中経過で講師である廣瀬隆人先生の指導を受け、順調に進んでいる。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

②ジュニアリーダースクラブの会員数が少ないため、活動内容と新規会員募集のPRを行い団員確保に努める。
③益子芳星高校2年1組（29名）を対象に未来大学を開催し、地域づくりの担い手を育成する。
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シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
②ジュニアリーダースクラブの支援には、活動の場の提
供が必要と考えます。継続しているましこトライやるス
クールや、図書館の読み聞かせ、町民の集いでのワー
クショップコーナーの提供などさまざまです。活動の場を
ＰＲの場（ましこ広報やＳＮＳの活用も含め）として、やっ
てみたいと思う生徒を増やす工夫をしたいものです。

③ましこ未来大学については、実践発表として「駄菓子
屋楽校」を町民のつどいで、親子を対象に実施しました
が､指導・支援する先生方の準備や、生徒たちの取り組
みも積極的で工夫がされていたと思います。参加した親
子からは高評価でした。　実践の形は、他にもいろいろ
考えられると思います。高校生の提言を生かしたまちづ
くり研究も有りかと思います。

ジュニアリーダースクラブについては、町内の事業の他
に郡内市町の事業にも参加を促し、より魅力のあるクラ
ブとなるよう多くの参加できる場の提供を検討する。

ましこ未来大学は、これからの益子町を背負っていく人
材育成を大事にし、高校生自らが考え実践することへの
仕組み作り図ることを目的としている。
より多くの高校生に未来大学へ参加してもらうため、今ま
で2年1組だけの参加であったが、次年度は2学年全員
で実践することを検討する。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点
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